
ごみ減量のお願い（毎日ごみのチェックを！）

いつもごみの減量にご協力頂き厚くお礼を申し上げます。近況のごみ量についてご報告とお願い致します。
ここ数年は、リサイクル制度も適用されるなど、少しながらもごみの排出量は減少しておりましたが、本年度の最終

結果では数十㌧増加する見込みです。そこで皆様方にごみの扱い方に是非とも取り組んで頂きたいチェック項目で
す。ご協力をよろしくお願いいたします。

□買い物はマイバックまたは買い物かご使用（レジ袋削減）
□できるだけ詰め替え用品を使用（家計コスト削減及びプラ容器減容）
□使用できる物はむやみに捨てない。また、すぐ買わない（直して使用できるものは再使用）
□購入するときには捨てることも視野に入れましょう（リサイクル可能なもの購入）
□布団・座布団の再利用（綿を打ち直すことにより新規に早変わり、ぬくぬくの布団で毎日幸せ家族）
□宴会などで余るような注文はしないように、また残さないように（家庭でも同様）
□無駄な買い物しない（食べきれる買い物）
□コンポスター・生ごみ処理機使用（市の補助金活用）
□トレイ・プラスチック容器・ペットボトルなどは必ず洗って資源ごみへ
□不燃物チェック（缶類・ビン類・ペットボトル）
□資源ごみが混ざっていないかのチェック（紙類・雑誌類・段ボール・衣類・プラスチック及び容器包
装類）

□厨芥類の水分チェック（組合が配布した「押しの一手」若しくは手などで毎日水切り）

最低限のチェック項目として列記しました。まだまだご協力頂いていることが沢山あると思いますが、これらを毎日の
日課として皆さんが取り組んでいただければ、ごみの量は少なくなると思います。清掃組合と致しましてもごみの減量
につながれば、当然焼却費用の削減、排出している排ガスの削減、温暖化防止などにつながります。今一度ごみにつ
いての対策をひとり一人が見直して下さい。香南清掃組合は、１日６０㌧以下のごみ搬入量を目指しています。
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木質資源を有効活用する木材リサイクル工場

―丸和林業(株)―
破砕機を準備しておりますので、大きさは

問いません、ご一報を！
１０㎏＝１２０円で処理（木材・剪定木・草・

家具）
(ちなみに香南清掃組合は１４０円です)

場 所＝南国市双葉台（香南清掃組合約
300㍍北）

電 話＝088-862-2557
営 業＝月～金と第１・５土曜日
（香南清掃組合より安くてしかもリサイクルでき、大きさの

制限もありません）

リサイクルのことなら

【－大前田商店－】

紙・新聞・段ボール・衣類・機密文
書は勿論のことブラ・金物・瓶・ス
チロールなど処理が可能です。
引き取り価格は無料から有料とな

ります。ご一報を！

場所＝南国市岡豊町八幡
東道路国分川岡豊橋北すぐ左へ

電話＝088-862-1555
営業＝

平成２２年度・２３年度１月末日ごみ量比較 単位：㌧

南国市 香南市 香美市 総計
２２年度 9,490 6,727 5,033 21,250
２３年度 9,643 6,730 4,994 21,367
増減 153 3 -39 117

平成２２年度決算状況

歳入 単位：千円

南国市負担金 280,437 単位：千円

香南市負担金 201,511 ごみ処理負担金 人件費 114,880

香美市負担金 170,675 物件費 199,469 修繕費等

使用料及び手数料 18,667 直接ごみ搬入手数料 維持補修費 72,555 工事費

財産収入 69 補助費等 3,120 賦課金等

繰入金 21,256 積立金 186,770 積立金

繰越金 36,870 公債費 116,014 大規模修繕起債

諸収入 662 扶助費 1,110

合計 730,147 合計 693,918

歳出

毎日押しの一手で水切りしましょう
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「押しの一手」
コーナー
こわれてい

ませんか？

押しの一手の在庫
を差し上げます。
（ただし、在庫限
りとします）

市環境課又は香南清掃

組合へ

ご一報を！
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受入日時：月曜日から金曜日、午前８時３０分から午前１１時４５分、午後１時から午後３時４５分
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構成３市ではレジ袋削減に取り組んでいます。『レジ袋削減にご協力を！』


